
米沢の魅力 A 

人・文化 食べ物 環境 場所・施設 その他 

 上杉鷹山 

 細井平洲 

 直江兼続 

 上杉御廟所 

 前田慶次 

 山下寿郎 

 中條精一郎 

 伊東忠太 

 我妻榮 

 佐野利器 

 ますむらひろし 

 スキークロス たきざわさん（瀧澤宏臣） 

 亀岡亜希子（絵本作家） 

 旧海軍 軍人の多さ 

 米沢出身の俳優さん 頑張っている 

 『Ａｉ－Ｇｉｒｌｓ』（アイガールズ）（判

らない世界でもある） 

 イベントが多い（米沢上杉まつり、上杉

雪灯篭まつり） 

 川中島の合戦 

 伝統工芸（お鷹ぽっぽ、幸林工芸） 

 民謡流し 

 米沢盆踊り 

 棒杭市 

 歴史の街（歴史のあるところ《魅力的》

上杉の城下町） 

 武家屋敷 直江堤 

 愛宕の火祭り 

 新そばまつり 

 啓翁桜 

 100 年以上の企業の多さ 

 宮崎高鍋町との交流 

 女性の結婚頑張って 

 40 歳代の結婚相手探し 

 NCV 

 若者が頑張っている 

 元気 

 親切な人柄 

 A りんご 

 B 米沢牛 

 C 鯉 

 うこぎ 

 芋煮 

 芋煮会 

 米沢ラーメン 

 ひっぱりうどん 

 そば 

 おいしい米 

 山菜 

 地物野菜（雪菜、窪田なす等） 

 新鮮な野菜 

 漬物が美味しい 

 なす漬け 

 小野川女将みそ 

 味噌・醤油 

 伝統的な日本酒 

 さくらんぼ 

 水、空気がおいしい 

 小野川豆もやし 

 雪割納豆 

 冷汁 

 田楽もち 

 ほうさい餅 

 新しく出た食堂レストランの邪魔

をしない 

 雪 

 紅葉 

 新緑 

 ほたる 

 山野草 

 春の芽吹き 

 自然の風景 

 四季の変化 

 5 月の風景 雪山（白）と田植えの緑 

 自然温泉 

 秘湯が多い 

 上杉城史苑 

 最上川源流 

 吾妻山の白猿 

 災害の少なさ 

 生物が多い 

 川の汚れ 

 どこにいても山が見える 

 人との継り 

 

 武家屋敷 

 大平温泉 

 白布 

 上杉神社 

 上杉神社の稽照殿 

 上杉神社 祭器倉庫 

 羽山神社 

 林泉寺 

 普門院 

 天元台 

 吾妻山 

 斜平（なでら）山 

 なでらのトレッキングコース 

 兜（かぶと）山 

 最上川源流 

 小野川 

 武者道 

 白馬の騎士 

 草本塔 

 啓翁桜 

 スイッチバック跡 

 よねざわ昆虫館 

 トトロの木 

 舘山城の跡地 

 前田慶次の墓 

 近藤勇の首塚 

 自然栽培の畑 

 市営プール 可能なら温水に！ 

 九里学園 

 旧山形大学工業学校 山大工学部 

 田んぼのアート 

 かねたん 

 愛の兜 

 ウインタースポーツ 
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米沢の魅力 B 

人・文化 食べ物 環境 場所・施設 その他 

 四季でイベントがある 

 温泉 

 上杉の歴史がある町 

 戦国歴史 

 城下町の文化 

 上杉鷹山 

 上杉と伊達 

 愛の武将隊 

 かねたん（ゆるキャラ） 

 『Ａｉ－Ｇｉｒｌｓ』（アイガール

ズ） 

 スポーツクラブ、スポーツ少年団、

スポーツ団体が多い 

 体育施設は古いが、体育の人はがん

ばっている 

 方言（おしょうしな！） 

 お金をかけずに何でもやる 

 新しいもの好き 

 地域交流があり、活気がある 

 宴会が盛り上がる 

 祭りが多い 

 人のつながりが強いと思う 

 人がまじめ（助け合い） 

 あたたかい人間性 

 米沢人気質（親切） 

 おもてなし全国 No.1 のまち 

 カリスマ農業従事者の育成 

 カリスマシェフの育成、発掘 

 学生サークル 

 マチゼミ 

 川遊び・釣り 

 米織り 

 草木塔 

 芋煮会 

 盆地での暮らし方 

 

 りんご 

 米沢牛 

 鯉 

 おいしい米の生産 

 うこぎ（うこぎアイス） 

 豆もやし 

 だだちゃ豆 

 枝豆が美味しい 

 豆腐 

 雪菜 

 高菜漬け 

 マイナーな山菜 

 あさつき 

 玉コン 

 うす皮丸なすが美味しい 

 なまず 

 そば 

 ラーメン 

 冷やしラーメン 

 冷汁 

 温泉たまご 

 サバ缶そうめん 

 煮こごり 

 人気の駅弁 

 みそ餅 

 あけびの食べ方 

 果物 

 菓子 

 ひょう 

 四季の食べ物 

 「だし」に代表される山形の郷土料

理の全国への発信 

 ×じゃがいも ○米⇒ライスコロッ

ケ 

 地酒が美味しい 

 

 

 災害が少ない（台風、地震に強い） 

 雪が大変 

 克雪⇒遊雪 

 雪解けの景色 

 夏涼しい 

 自然が豊か（四季が楽しめる） 

 天元台（山） 

 里山を楽しめる 

 四方の田んぼ 

 トトロの森 

 盆地 

 平らな道 

 春に一斉に咲く花々 

 渓流釣り 

 安心して飲める水 

 

 スキー場がある（米沢スキー場、天

元台スキー場、小野川スキー場） 

 スキーヤーが多い 

 雪が降る 

 米沢のまわりは農業（農業振興） 

 山大女子短（山大研究開発センター） 

 栄養大学 

 大学が 3つもある 

 秘湯（温泉） 

 温泉郷 

 吾妻山 

 寺が多い 

 五百羅漢 

 舘山城 

 城跡地 

 城下町 

 水上花火 

 田んぼアート 

 水田の風景 

 芋煮会会場 

 観光客も気楽に入れる居酒屋の発掘 

 飲み屋が多くて良い 

 舘山水力発電所 

 上杉神社 

 綱木川ダム 

 桜 

 新幹線 

 循環バス 

 

 有機 EL 研究 

 3D プリンター 

 インバウンド対応（外国人が気楽に

楽しく買い物できるまち） 

 ウインタースポーツが盛ん 

 オリンピック選手が出た 

 外国語の通じるまち 

 行政と民間の連携・協力 

 高校生の各分野での活躍 

 市役所職員の取組が年々レベルアッ

プ 

 市役所職員もソーシャルメディアを

使いこなす 

 



将来像 A 

健康 産業 自然 歴史・観光 人づくり 

 健康福祉分野 

 医療、文化、教育の充実 

 安心して医療が受けられるまち 

 年配の方が元気なまち 

 お年寄りとの交流 

 小さい子ども（保育園・幼稚園）と介

護を同一の施設でやっている市 

 お年寄りへ心強い支援 

 健康（寝たきりがない） 

 健康衛生に関すること 

 健康率アップを図る 

 テレビの子守役のいないまち 

 子育て親が安心して仕事ができるまち 

 魅力的な企業がある 

 有機エレクトロニクス照明の米沢

本社工場 

 企業のウリが明確 

 世界に発信できる技術・企業があ

る 

 中小企業が元気なまち 

 新たな産業が生まれる 

 大型農業化（企業化し、農業の活

性） 

 農業が盛んなまち 

 適正なごみの処理（生活環境分野） 

 まちをきれいにする運動の充実 

 エネルギーが安価なまち 

 油・ガソリンが安いまちへ 

 再生エネルギーが盛んに実施実行

されている都市 

 木を燃料に（脱・石油）エコ 

 ゼロエミッションの農業の実現 

 自然と産業が調和している市 

 産・学・官が一体になっている 

 学生と一緒に活性化 

 ものづくりが盛んなまち 

 農業と工業の共存したまち 

 国際化のハイテクのまち 

 若い人が住みたくなるまち 

 たくさんの人々を招く、おもてな

しのまち 

 商店街がにぎわう 

 祭りが多くて活気にあふれている

まち 

 景観を壊さない 

 自然が守られ整備 

 週末は山や川で遊べる 

 樹木と花で仙台を越える 

 きれいな風景のまち 

 

 伝統を受け継ぐ（子どもたちが） 

 歴史あるまち（歴史と和を感じる、

歴史が感じられる、歴史が身近等） 

 歴史観光日本一 

 歴史が感じられるまち 

 自然（温泉）観光日本一 

 温泉が 8つある 

 雪の観光日本一 

 観光客がたくさんくる町 

観光以外の分野の人も観光に協力 

 若者のまちづくり 

 米沢らしさがある 

 米沢自体がブランド 

 オンリーワンの米沢 

 本音の議論ができるまち 

 市民の課題を市民の力で解決できる 

 世代を超えたコミュニケーションが

とれるまち 

 まち全体で協力できるまち 

 地域ごとに全体に貢献 

 他者との交流が気軽に持てる場があ

る 

 挨拶が行き交うまち 

 個性を発揮できる 

 活気のあるまち 

 優しさのあふれる 

 積極性 

 PR が上手なまち 

 米沢ならではのおもてなし 

 人をけなしたり足を引っ張ったりし

ないまち 

 置賜地域のリーダーとしての立場確

立（経済・政治） 

教育 

 学力レベルの向上 

 教育レベルを上げる 

 子どもたちの体力向上 

 山大の最新のハイテクのまち 

 山形大学を活かした工学のまち 

 

子育て インフラ コンパクトシティ 

 子育てしやすい環境・まち 

 女性が安心して仕事、子育てができる 

 安心して子どもを生み、育てられるま

ち 

 子育て支援 

 子どもでも楽しめる 

 子どもがたくさんのまち 

 犯罪が少なく、子どもでも安心 

 ソーシャルメディアを便利に活用 

 雪に強いまち 

 雪をうまく利用したまち 

 克雪住宅の拡充 

 散歩したくなる町並み 

 広い道路・公園 

 まちなみがきれい 

 歩行者、自転車が活動しやすいまち

（整備） 

 市民が集える整備された公園施設が

ある 

 総合運動公園 

 スポーツ施設が充実したまち 

 公共交通機関が充実している市 

 バスの便の良いまちがほしい 

 交通ネットワーク 

 米坂線とフラワー長井線のドッキン

グ 

 米坂線をもっと利用してもらう！ 

 市全体楽しい雰囲気 

 米沢の町の中で楽しめる施設がある 

 コンパクトなまちづくり 

 便利な中心部、自然豊かな郊外 

 中心街が活性化し、人がにぎわう 

 （県外の方が）3シーズン（春、夏、

秋）に定住できる市の受入れ体制 

雇用 食 その他 

 働く親が安心して働ける町 

 女性が働ける 

 期間を限定した外国人労働者の受入れ 

 雇用が安定している 

 県外に進学しても戻ってくるシステム 

 就職先 

 就職しやすい 

 高齢者がいきいき働ける場所 

 学生が一生住める働く場所のあるまち 

 

 伝統の食べ物を伝えていく 

 米沢牛の揺るぎなき味と知名度 

 オンリーワン食材日本一 

 おいしい食べ物のまち 

 どこでもおいしいものが食べられる

まち 

 山菜、きのこなど、みんなで採って

食べている 

 

 国外または対外に学生たちが行ける

システムが定着している市 

 複式簿記を市が導入 

 



将来像 B 

交通 子ども～高齢者家族 定住 産業・観光・中心市街地 教育 

 交通の便が良い 

 交通事故のないまち 

 自転車移動（オランダのように） 

 飲酒運転の撲滅 

 雪道を安全に進める 

 犬（ペット）が安心して散歩できる

道 

 道路が人に優しいまち（本当の意味

で） 

 

 

 

 

 全国長寿 No.1 のまち 

 高齢者が安心して暮らせるまちが欲

しい 

 家族が集って楽しめる場 

 家庭でも町内でも役割を持てるとい

きいきする 

 バリアフリーで移動しやすい環境 

 子どもについて地域で育てるまち 

 若者の仕事がたくさんあるまち 

 若者でにぎわうまち 

 今の若者が未来で米沢を盛り上げて

いる 

 中心街に若者が住むまち 

 若い人たちの楽しめる場所があれ

ば！ 

 障がい者が住みやすいまち 

 健康な老齢者が多いまち 

 老人が若い人に負担にならないまち 

 老人も若人も子どもたちも世代を超

えて暮らせるまち 

 本当に老人と子どもが住みやすい 

 子どもが多く、育てやすい環境 

 子どもたちが安全に暮らせるまち 

 女性が安心して子育てできる安全な

まち 

 子どもたちの元気な声が響くまち 

 新しい歴史を作れるまち 

 自分たちの現在のルーツを知ると将

来につながる 

 

 大学生が卒業後も残りたいまち 

 若者が定住したいと思えるまち

（職場） 

 移住したくなるまち 

 

 産業等が住んでいる身近にある 

 産業がもっと集積するまち 

 いつまでも名物があり続けるまち 

 自然栽培野菜日本一のまち 

 農業のしやすいまち 

 農業が盛ん 

 「農業のまち」美しく安全な食材の宝庫 

 町中商店、町中商店家業が生活しやすい

まち（事業しやすいまち） 

 文化的事業をたくさん誘致できるまち 

 景気が上昇する 

 ミシュラン3つ星のレストランが集まる

「食」のまち 

 自給自足のまち 

 よそから来た人にも優しいまち 

 外国語表記看板 

 通りにユニークな名前がついている 

 米沢だとわかる「名前」をつけて観光に

つなげる 

 モニュメントなどでまちが楽しく 

 観光客が歩いて楽しめるまち 

 他県からいろんな目的で訪れるまち 

 おもてなし全国一 by 観光客 

 外国人観光客が訪れたいまち全国 No.1 

 賑わいがある 

 小さな商店が元気なまち 

 高齢者に声をかけあうまち 

 24 時間 365 日泳げるプールがあり、健康

増進できるまち 

 お店がいっぱいある（歩いて楽しめる） 

 人がいっぱい歩いている 

 大人になりたいと思えるまち 

 大人が楽しめるまち 

 田舎暮らしに適したまちで人口増 

 若者がいきいきと働けるまち 

 伝統産業を次世代へつないでいけるま

ち 

 大人になっても学べるまち 

 大学がもっとオープンなまち 

 地元を好きになれるような教育活動

ができるまち 

 教育のまち（全国から子弟が集まる） 

 

健康 安心・安全 利雪・克雪 

 市民が気軽に運動できるまち 

 1 日 1 回運動するのがあたりまえの

まち 

 高齢者が運動するまち 

 高齢者が病院に行かないまち 

 

 安心して暮らせるまち 

 日本一事件・事故等が少ないまち 

 市民が楽しく集える場所つくり 

 犯罪のないまち 

 災害の起きないまち 

 皆が仲の良いまち 

 

 雪の多さを楽しめるまち 

 雪の利用を考える 

 克雪のまち 

 

 

 

 

 

 

 

環境 

 ごみのないきれいなまち 

 ごみが落ちていないきれいなまち、

山、川 

 みんなの家の庭がきれいなまち 

 町の中の川がきれいなまち 

 町に流れる川に生物が棲んでいる 

 外部からみて、緑の多いまち 

 車を気にせず遊べる場所があるまち 

 ホタルの棲めるまち 

 建物がきれいなまち 

 



市民の役割Ａ 

生活環境 健康福祉 教育学習 産業経済 社会基盤 

 市内のバリアフリー化をもっと行う 

 独居高齢者と日常的に関わりを持つ 

 あいさつ運動を地域で積極的に行う 

 高齢者とのコミュニケーション 

 子どもと高齢者の交わり 

 雪は「いや」だというイメージをな

くす 

 克雪から遊雪のまち 

 「地域の目」による子どもの安全の

確保 

 子育てのしやすい環境・補助をする 

 地球温暖化の防止に協力 

 ペットの排泄物の適正処理 

 ごみを減らす 

 家庭のごみの減量を図る 

 ごみの適正分別を行う 

 指定ごみ袋に必ず名前を記入する 

 家の前はキレイに花を飾る 

 高齢者、障害者に対しての買い物代

行 

 節水・節電 

 アーティストが住みたくなる自然環

境 

 今日行くと今日用のまちに 

 

 地元の食材を使った健康食品を作

り、PR していく 

 自分の体は自分で守る 

 年に一度は健診を受ける 

 禁煙 

 子どもたちの健康づくり 

 温泉活用 

 食生活の改善 

 運動施設の利用 

 スポーツツーリズム（個人でできる

ことから） 

 ゲームではなく、体を使った運動教

育 

 雪を使った運動学習 

 気軽に運動ができる環境（場） 

 市民 1日 1運動 

 子どもの運動機会を増やす 

 健康な老齢者を増やす 

 高齢者の運動機会を増やす 

 高齢者が家に閉じこもる対策 

 長寿全国一を目指す 

 健康寿命が延びるような活動 

 歩行運動奨励 

 健康診断 

 介護施設を増やす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学業だけでなく、生活知識を学ぶ環

境をつくる 

 県外への研修を増やして、実際の目

で体感する 

 中高一貫教育による学力 UP 

 教育のまち進学率全国 No.1 

 全国から子弟を集める教育のまち 

 学校への市民支援 

 地域の特色を活かした学習活動 

 地元の歴史をもっと勉強する 

 生涯学習の推進 

 歴史的地名を日常生活で使う 

 高レベル（高校以上）の進学への支

援 

 図書館の利用 

 結婚について子どもの学校教育の中

からほしい 

 結婚について家庭の中で考えてほし

い 

 

 地域で作った食べ物をなるべく食べ

る 

 おいしい安全な食べものをつくる 

 地消 

 後継者のいない企業に対して人材を

あっせんする 

 若者が企業しやすいまち 

 若い世代の企業を促進する 

 新産業創出 

 郡部の雇用（若い人が地元を離れな

いように） 

 家庭でやれる仕事 

 企業誘致 

 企業支援 

 女性の働きやすいまち 

 異業種間のコラボ 

 新製品の開発 

 耕作放棄農地をなくす 

 みんなでもてなしの心を持つ 

 産業育成をみんなで考える 

 地元に税金がしっかり入るところで

買い物をする 

 観光客にやさしいまち 

 おもてなし全国一 

 商店の利用 

 インバウンド対策（観光・振興） 

 観光客に親切におもてなしの心 

 

 世代を超えたコミュニケーションが

取れる場をつくる 

 文化サミット全市民対象 

 結婚しても住み良いまち 

 結婚・出産が安心してできるまち 

 地域育成部活動 

 若者が楽しめるイベントの多いまち

づくり 

 対策を講じて空き家を減らす 

 空き家を有効活用する 

 移民でなく、期間限定の外国人労働

者の受入れ 

 廃校（旧学校）の利活用（再利用） 

 交通の利便性を考慮 

 通学路の安全対策 

 きれいな景観をつくる 

 景観を守るための条例の制定（中心

部） 

 

 



市民の役割Ｂ 

生活環境 健康福祉 教育学習 産業経済 社会基盤 

 美しい米沢の自然を守ろう 

 ガソリン代が特別高い 

 自然栽培の作物をつくる（無肥料） 

 若い人が楽しく暮らせるまちにする 

 雪を有効に使う 

 大学生と協力して活気あるまちづく

り 

 できるだけ車に乗らない 

 ごみの分別が大変（高齢者がかわい

そう） 

 家の周りはきれいにする 

 空き家はつぶす 

 ごみを減らす 

 石油から木に燃料を切り替える 

 花を植える 

 雪下ろしの協力 

 庭造り（米沢に合った） 

 町内盆踊りの運営 

 川、水路の掃除の回数をもっと多く

できる 

 自然・生物を大切にする 

 親と同居する 

 地域の行事に参加する 

 米沢の PR ポイントを 1つ決める 

 地元の行事（企画）に参加 

 お年寄りを頼る（助けてもらう） 

 お年寄りと若者の交流 

 バスなど生活の足を利用する 

 ひとり暮らしのお年寄りとの交流を

する 

 

 運動をする、車に乗らない 

 病気にならない 

 健康づくり 

 規則正しい生活を毎日する 

 平らな道が多いのでウォーキングを

する 

 プールに通う 

 年配の人たちが気軽に行ける場所を

つくる 

 高齢者の遊び場・運動の場（がんば

って動く） 

 祭りなどを通して日ごろのストレス

解消 

 老人がいき易い病院を 

 検診を受ける 

 なるべく自宅で介護する 

 トレッキングをする（トレッキング

コースのあり方を研究する） 

 介護予防に努める（ピンピンコロリ） 

 自己管理をしっかりして健康に 

 ラジオ体操 

 市は結構考えてくれている（老人に

なって思う） 

 老人も利用できるよう、コミセンに

エレベーターが必要（南部） 

 

 寸劇を通して皆に PR する 

 郷土料理を伝承する（親から子へ） 

 モンスターペアレンツに負けない教

育現場 

 歴史を学ぶ（子どもたちに伝える） 

 自分たちのまちを知ろう 

 パソコンの勉強をする 

 ボランティアへ参加する 

 米沢らしさを実感する 

 子どもから教わる 

 学校の授業に市民を活用（参加）す

る 

 学生がより積極的に地域のイベン

ト、ボランティアに参加 

 近くの子どもの面倒を見てあげる 

 放課後の子どもと関わる 

 他人の多様性を認めてあげる 

 大学生と協力して工学の楽しさを伝

える 

 役割に固執せず、寛容になる 

 子育て手伝い 

 名物方言を伝える 

 学生と一緒にまちづくり 

 若者と大人が気軽に接することがで

きる環境づくり 

 他人の価値観を認める 

 他県との交流を行う 

 

 若者が定着するような仕事場を 

 地元で買い物をする 

 地元の野菜を育て種を継ぐ 

 地元の食材を食べる 

 仕事をする 

 米沢の景気拡大 

 地元の名物の PR 

 米沢市で遊ぶ（施設を増やす） 

 小商から始める 

 しっかり稼いで、ちゃんと使う 

 ごみとならない商品販売方法をする 

 地元商店からものを買う 

 珍しい食べ物を紹介する（鯉） 

 米織りを着る 

 商店街の利用しやすいシステムを考

える 

 歩きやすい街づくり 

 わかりやすい看板・アート 

 商品のブランドの確立と、本物をつ

くる 

 南方の町との連携 

 雪まつり PR 

 

 結婚をする 

 若い人が結婚の機会をつかめるよう 

 市が何をやってくれるかではなく、

私たちが何をやれるか 

 子どもをつくる 

 子どもと遊ぶ 

 婚活イベントを高齢者へも 

 共働きの子どもをしっかりみんなで

みよう 

 一人ひとりが自分の役割を理解し、

責任感を持って行動する 

 コンパクトシティ化に協力する 

 公共施設を大切に使う 

 公共施設を、愛されるような運営を

する 

 声を大きくして生活する 

 受け入れる 

 市民同士が挨拶を交し合う 

 

 

 

 

 

その他 

 自分勝手に振舞わない 

 市の責任にしない 

 一生懸命やっている人を妬まない 

 アートで心を癒す（ホスピタルアー

ト他） 

 いいと思うことはマネをする 

 足をひっぱらず、手を引こう 

 他人を褒める 

 市民全体の温度差をなくす 

 観光客へ統一したおもてなし 

 他人まかせ、誰かやれば…という気

持ちをなくす 

 


